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付録：グラフィック・オプジェクトの属性一覧
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1 はじめに

1 はじめに

本編は、デークの取り込みー加工ー視覚化という一連のデーク処理の作業を想定し、 MATLABを最小限の労

カで習得するための入門書です。

MATLABは MATrixLABoratryという名前のとおり、行列演算が手軽にできるツールですが、数値処理、

強力なグラフィック機能、簡単なGUIも備えたツールで、一般的なデーク処理から結果の視覚化までを簡単なコ

マンドで実現できます。

使用するデークファイルは、アスキー(ascii)形式のテキストで、以下のように各フィールドがスペースもしく

はクブで区切られ、各レコードは、改行で区切られたファイルを対象とします。

右記の例では、 655657 -3573 が 1

つのレコードになります。またこのレコー

ドの第2フィールドは 5657です。対象

となるデークが、複数のファイルにまた

がっていたり、フィールドの数が異なる

場合は、あらかじめ、 UNIXのコマンド

(head、tail、paste、nawk等）で、フィー

ルドの数をそろえ、 1つのファイルに結

合してくださいl。

¾cat vavedata.ascii 
65 5657 -3573 

47 5611 -2994 

57 5547 -2414 

21 5472 -1878 

図1:MATLABのメイン画面 (kterm上）とグラフィック画面

*UNIXはUNIXSystems Laboratories,Inc. の登録商標です。
*MatlabはTheMath Works,Inc. の登録商標です。

*PostScriptはAdobeSystems Incorporatedの登録商摂です。

1headは、指定された数だけファイルの先頭からレコードを取り出すコマンド、 pasteは、指定された複数のファイルのフィールドを結合

するコマンドです。
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2 起動と終了

2.1 環境設定

MATLABを起動する前に、環境変数やパスを設定しておきます。

環境変数 $MATLABには MATLABの

ホームディレクトリを入れます。

また、 MATLAB自身の実行ファイル

があるディレクトリも $pathに入れてお

きましょう。

2.2 起動

% setenv MATLAB /usr/hearing/matlab 

¾set path=($path $MATLAB/bin) 

MATLABを起動するには、以下のコマンドを入力します。

MATLABが起動されて、入力を促す

プロンプト（＞＞）が表示されます。 MAT-

LABは、この入力行から入力されたコマ

ンドを解釈し実行します。

X matlab 

< M A T L A B (tm) > 
(c) Copyright 1984-92 The Mathllorks, Inc. 

All Rights Reserved 

Version 4.2 

Mar 29 1994 

2 起動と終了

Commands to get started: intro, demo, help help 

Commands for more information: help, vhatsnev, inむ•

subscribe 

≫I 

2.3 終了

MATLABを終了するには、 MATLABの入力行に quitを入力します。

セッションの問に使用されたCPUの使

用時間が表示されて、シェルのプロンプ

トに戻ります。
≫quit 

328309 flops. 

¾I 

以後の章では、 MATLABが起動されている状態で説明を行います。また、説明の中で行列とあった場合、特

に断わりのない限り、列ベクトルや行ベクトルも含みます。

2.4 ヘルプ

演算

ヘルプ

コマンド／関数の検索

MATLABでの表現

help command-name 

lookfor string 

備考

コマンドの使い方や、コマンド名が判らなくなったり、どんなコマンドがあるのか知りたい場合、 MATLAB

には、ヘルプや検索のコマンドが用意されています。
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ロヘルプ

helpのあとにコマンド名を入力すると、コマ

ンドに関する説明が表示されます。

2 起動と終了

≫help quit 

QUIT Terminate MATLAB. 

QUIT terminates MATLAB. 

helpだけ入力すると、 MATLABの項目ー I ≫help 
覧と各項目に関する簡単な説明が表示されま

す。 I. - General. purpose commands. 

helpのあとに項目名を指定すると、その項目

に関するコマンドの一覧が表示されます。

ロコマンドの検索

matlab/general 

matlab/ops 

tool.boic/optim 

tool.boic/signal. 

- General purpose commands. 

- Operators and special characters. 

- Optimization Too1box. 

- Sign吐 ProcessingToo1box. 

For more help on directory/topic, type''help topic''・ 

≫help general 

General purpose commands. 

Managing commands and :functions. 

help -On-line documentation. 

vhat -Directory listing o:f M-, MAT-and MEX-:files. 

type -List M-:file. 

コマンドを検索するには、 lookforというコマンドを使います。

FFTに関するコマンドを検索します。 ≫look:for :f:ft 

FFT Discrete Fourier trans:form. 

FFT2 Tvo-d江ensionalFast Fourier Trans:form. 

FFTSHIFT Move zeroth lag to center o:f spectェn皿．

IFFT Inverse discrete Fourier trans:form. 

1ヘルプの説明の中ではコマンドや引数は大文字で書かれてありますが、入力するときは、特別な勘合を除いて小文字で入力してください。

MATLABは大小文字を区別します。
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3 デーク処理の甚礎

3 データ処理の基礎

3.1 数値演算

演算 MATLABでの表現 備考

演算子

式の区切り

コマンドの実行

関数の呼出し

+ -* I~ 

，；改行

command-name arg1 arg2 

func-name(arg1, arg2, ...) 

ex. help demo 

ex. max(3,4) 

ロ式の入力と結果

MATLABの入力行は、 -F(1文字先へ）、 -B(1文字後へ）、 -p(前のコマンド）、 -1(次のコマンド）、 -A

（行の先頭へ）、 -E(行の最後へ）、 -x(削除）などのコントロールコードで編集ができますので、 emacsや
tcshを使っている人には扱いやすいでしょう。

式を入力して改行を行うと、 ans=の後に結 ≫3+2 

果が表示されます。 I ans = 

式をカンマ（，）で区切って一行に並べること

もできます。

5
 

»3+2,3•(5+6) 

ans = 

5 

aェs= 

33 

結果を表示したくない揚合、式をセミコロン ≫3+2; 

（；）で区切ると、結果が表示されません。 I ≫ 
ロ変数

aに値を代入し、 aを用いて計算します。 I ≫a=6 

ans= 

6 

≫a+7 

ans= 

13 

ロコマンドの実行と関数の呼出し

コマンドの実行

関数の呼出し

command-name arg1 arg2 

[ret1 ,ret2, ... ] =fu.nction-name(arg1, arg2, ...) 

≫help 11qrt 

SQRT Square root. 

≫y=sin(1); 

2つ以上の値を返す関数の例です。

sizeは行列の行数、列数を調べる関数です。

詳しくは行列の操作を参照してください。

≫[m,n]msize(1) 

m = 

ー

n = 

ー
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3 デーク処理の墓礎

ロ定数

MATLABで用意されている定数として、虚数単位(iまたはj)の他に、円周率(pi)、無限大(inf)、Not-

a-N umber(N aN)、直前の結果を示すansなどがあります。

≫pi 

ans= 

3.1416 

»1000~1000 
ans= 

In:f 

ロ複素数

複素数を表すには、 iまたはjを使用します。 »3+2•i 
ans= 

3.0000 + 2.0000i 

ただし、定数は変数として使用することもで ≫i=2; 

きます。 I »3+2•i 
ans= 

7
 

もう一度虚数単位に戻します。 sqrtは平方根 ≫i=sqrt(-1) 

をとる関数です。 ans= 

カウンクとして使用することの多いi,jを除 0 + 1.0000i 

いて、定数は変数として使わないようにしま

しょう。

3.2 主な数学関数

以下はよく使われる関数の一覧です。

演算

平方根

指数

対数

三角関数

絶対値

実数部

虚数部

位相角

四捨五入

切捨て

剰余

MATLABでの表現 備考

y = sqrt(x) y = vx 
y=exp(x) y=eエ

y = log(x) y = logex 

y = log10(x) y = log10 x 

y = sin(x), y = cos(x), y = tan(x), y =・  sin x,cosx, tanx, arcs1nx, 

asin(x), y = acos(x), y = atan(x) arccosx, arctanx 

y=abs(x) y=IェI

y = real(x) y = Re{ェ｝

y = imag(x) y = Im{x} 

y = angle(x) 

y = rou.nd(x) 

y = fix(x) 

y = rem(x,y) 

複索数の絶対値と位相角を求めます。 ≫a:1-1*i; 

≫abs(a) ,angle(a) 

ans• 
1.4142 

ans= 

-0.7854 
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3 デーク処理の甚礎

3.3 行列の操作

演算

ベクトルの長さ

行列の行数

行列の列数

行列の大きさ

数列の作成

要素が0の行列作成

要素が1の行列作成

単位行列作成

要素が一様乱数の行列作成

MATLABでの表現

n = length(v) 

m = size(a, 1) 

n = size(a,2) 

[m,n] = size(a) 

start: endまたは start:step: end 

備考

a = zeros(size) 

要素の範囲指定やルー

プの繰り返しの指定に

も用いられる

sizeには大きさを指

定

a = ones (size) 

a = eye (size) 

a = rand(size) 0 から 1 までの実

数。

上記の引数で、 sizeとあるの部分は、行列の大きさを指定します。以下のような指定方法が可能です。

指定

4 

[1 4] 

[5 5] 

5,4 

大きさ 例

4x4 zeros(4) 

lx4 ones ([1 4]) 

5x5 eye([5 5]) 

5x4 zeros(5,4) 

ロ行列の表現

MATLABで行列やベクトルを表現するには、中括弧（［］）を使用します。

列ペクトル(35 7)を変数 aに代入します。
ベクトルや行列の各列は、中括弧（［］）の中

に空白（またはカンマ('))で区切って並ぺま

す。

2 

行ベクトル(4 を変数bに代入します。
ベクトルや行列6のl行はセミコロン（；）で区
切ります。

行列の例です。各列を空白で区切り、各行を

セミコロン（；）で区切って中括弧（［］）の中

に並ぺます。

行列の各列の数は同じでなくてはなりません。

≫a=[3 6 7] 

a= 

3 5 

≫b=[2; 4; 6] 
b ., 

2 

4 

6 

2

5

 

3

6

 

7
 

ロ行列の作成

要素がすぺて 0の3x2の行列を作成します。

≫J.=[2 3 4; 6 6 7] 

J. = 

4

7

 

≫a=[2 3 4; 6 6] 

??? All rows in the bracketed expression must 

have the same number o:f columns. 

≫x=zeros ([3 2]) 

X = 

0

0

0

 

0

0

0
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3 デーク処理の甚礎

要素がすぺて 1の行ペクトルを作成します。 ≫y=ones ([1 5]) 

y = 

1 1 1 1 1 

0から 1までの 2X 4の一様乱数を作成しま ≫rand(2,4) 

す。 ans= 

0.2190 0.9347 0.0346 0.0077 

0.0470 0.3835 0.0535 0.3834 

10から 15までの数列を作成します。 ≫z=10:15 

z = 

10 11 12 13 14 15 

10から 2おきに 20までの数列を作成しま ≫z=10:2:20 

す。 z = 

10 12 14 16 18 20 

20から 10までの 2づつ減少する数列を作成 >> z=20:-2:10 

します。 z = 

20 18 16 14 12 10 

このコロン（：）による数列の作成方法は、後述する行列の要素の指定や、ループの繰り返しにも使用されま

す。

ロ行列の長さ・大きさ

ベクトルの長さを調べます。

≫A= [2 3; 4 5; 6 7] ; 

≫v=[4 -1]; 

≫length(v) 

ans= 

2 

行列の大きさを調ぺます。

結果は［行数列数］の行列で表示されます。

≫size(A) 

ans= 

3 2 

≫size (v) 

ans= 

1 2 

第2引数に 1を指定すると行数だけを返しま

す。

同様に 2を指定すると列数だけを返します。

右図のように、結果を nとm の2つの変数で

受け取ると、 nには行数、 m には列数を返し

ます。

≫size(A,1) 

ans= 

3 

≫size(A,2) 

ans = 

2
 

≫[n,m]=size(A) 

n• 

3
 

m,. 

2
 

size関数のように、 MATLABは、 2つ以上の値を返す関数があります。

この場合左辺は、受け取る変数名を中括弧（［］）の中にカンマ(')で区切って並ぺます。
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3 デーク処理の基礎

ロ行列の参照

行列を操作する場合、例えば、ある範囲の小行列を入れ換えたり、ある行すぺてを取り出したり、といった

操作を頻繁に行いますが、 MATLABではそれらをコロン（：）や中括弧（［］）を使って以下のように節潔に

記述できます。

A(i,j) 

A(: ,j) 

A(i,:) 

A ([2 3 4 5] , 3) 

i行j列目

j列目

i行目

2--5行 3列目

行列Aの2~3行の2列目を参照します。

行列 Aの2行目と 1行目の、 2列目と 1列目

を取り出します。

ロ行列への代入

A(2:5,3) 

A(2:5,:) 

A(2:5,1:2) 

A(2:2:7,3) 

≫J.(2:3,2) 

ans= 

5 

7 

≫A  ([2 1], [2 1]) 

ans= 

5 4 

3 2 

行列への代入は、右辺と左辺の大きさをそろえる必要があります。

行列 Aの2行1列目に 0を代入します。 ≫.l(2,1)=0 

.l = 

2 3 

0 5 

6 7 

右辺と左辺の大きさが違うとエラーになりま ≫A(: ,2)=v 

2--5行3列目

2--5行目

2--5行 1--2列目

2,4,6行 3列目

． す。???In an assignment A (: ,matrix) = B, the number o:f rows 

この様なときは、右辺と左辺の大きさを調ペ in A and B must be the same. 

てみてください。

左辺の領域を 2X 1にして代入します。

または、右辺の大きさを 3xlにして代入しま

す。

MATLABにおける文字列の扱い

≫size(A(: ,2)) 

ans= 

3 1 

≫size(v) 

ans• 

2 1 

≫AC1:2,2)=v 

A• 

2 4 

0 -1 

6 7 

≫A(:,2)=[v; O] 

A• 

2 4 

0 -1 

6 0 
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3 デーク処理の基礎

MATLABでは、文字列なども文字コードの行列として扱われます。

>> a=['sin curve']; 
≫size(a) 

ans= 

1 9 

≫a(3) 

ans= 

n 

3.4 行列（配列）演算

空
ベクトル（行列）演算

スカラー（配列）演算

行列式

転置

MATLABでの表現 備考

逆行列

固有値・固有ベクトル

階数

+ -* I . 

+ -・* ./ . 

d = det(a) 

a' 

a., 

b = inv(a) 

[v, dJ = eig{a) 

n = rank(a) 

aは正方行列

複素行列の協合、共役

にする

複行列でも共役にし

ない

aは正方行列

a•v=v•d 

MATLABは行列演算、配列データ処理に特色があります。また、前出の数学関数を行列（配列デーク）に適用

することもできます。

ロスカラー積

演算子の前にピリオド（．）を付けると、すぺての要素に対する処理になります孔

行列Aと3の積（スカラー積）を求めます。 »J..•3 

ans= 

6 9 

12 15 

18 21 

:;。い(nとvとのスカラー積を求め

ロ転置

Aの転概行列を求めます。

1A = (~: ~) 

≫[2; 3) .•v 
ans= 

8 

-3 

≫A' 
ans ,. 

4

5

 

2

3

 

6

7

 

~MATLAB のマニュアルでは、 「行列(Matrix)の操作」と「配列{Array)の操作」を区別しています。ことでの行列とは、数学で扱う狭

い意味での行列であり、配列とは、単なる値の並び（デークの集合）を意味しています。ピリオド（．）をつけない坦合は行列として扱われ、ピリ

オド（．）を演算子の前につければ配列として扱われることになります。
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3
 
デーク処理の基礎

ロ内積

ベクトル (2,3)とV の内積を求めます。

ロ行列積

行列 Aとベクトル V の積を求めます。

行列 AとAの転置行列との積を求めます。

≫[2 3]•v 

aェ1S= 

5 

≫hv  

ans= 

6 

11 

17 

≫A*A' 

ans= 

13 

23 

33 

»A1•A 

ans= 

56 

68 

23 

41 

59 

33 

69 

86 

68 

83 

3.5 変数の操作

演算 MATLABでの表現 備考

変数の一覧

変数の詳細一覧

変数の消去

変数のセープ

変数のロード

who 

whos 

cleaェvar-name
save file-name var-name 

load file-name 

ロ変数の一覧

who::rマンドは変数の一覧を表示します。

whosコマンドは更に詳しい変数の一覧を表

示します。

＞＞口ho

Your vaェiablesare: 

A
 

a ans b
 

・1

>> vhos 
lame Size Elements Bytes Density Complex 

、-
a

s

b

i

an 

2 by 3 

1 by 3 

1 by 1 

3 by 1 

1 by 1 

6

3

1

3

1

 

8

4

8

4

8

 

4

2

2

 

Full 

Full 

Full 

Full 

Full 

lo 

lo 

lo 

lo 

lo 

Grand total is 14 elements using 112 bytes 
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ロ変数の削除

いらなくなった変数は、 clearコマンドで削 I≫vho 

除します。

Your variables are: 

A a ans 

>> clear a 

≫vho 

Your variables are: 

A 皿 S b 

clearコマンドを引数なしで実行すると、す >> clear 

べての変数が消去されるので注意してくださ >> who 
い。

3.6 ファイル入出力

演算

変数の書きだし

変数の読み込み

アスキーデークの読み込み

アスキーデークの書き込み

ファイルの内容の実行

関数の呼出し

シェルコマンドの実行

Your variables are: 

MATLABでの表現

save filename varname ... 

save filename 

load filename 

load file-name -ascii 

save file-name var-name -ascii 

file-name 

func-name(argl, arg2, ...) 

! shell-command 

3 デーク処理の基礎

b i 

i 

備考

全ての変数をファイルに書きだしておき、次回起動したときに読み込んでやると、前回の状態のまま作業ができ

ます。

MATLABに式を入力する方法として、直接入力する以外に、あらかじめコマンドをファイルヘ入力しておき、

そのファイルを読み込み、実行させることもできます。

ロ変数の書きだし／読み込み

すぺての変数を害きだして、 MATLABを終 I ≫save 

了します。

書き出すファイル名を指定しないと、カレン I Saving to: matlab .mat 
トディレクトリの matlab.matというファイ

ルに帯き出されます。 I ≫quit 

312 flops. 
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3 デーク処理の墓礎

MATLABを起動し、変数を読み込みます。 I i matlab 
読み込むファイル名を指定しないと、カレン

トディレクトリの matlab.matというファイ

ルから読み込まれます。

ロアスキーデークの読み込み

ロシェルの実行

！を先頭に付けると、シェルのコマンドが実行

できます。

＞＞冒ho

Your variables are: 

≫load 

Loading :from: matlab.mat 

≫vho 

Your variables are: 

A v 

カレントディレクトリの data.ascii という I ≫load data. ascii -ascii 
アスキー形式のデークファイルを読み込みま >> vho 
す。

ファイル名（拡張子を除いた）と同じ名前の変 I Your variables are: 

数（この場合 data)に格納されます。

A
 

ans data 

>> !cat data.ascii 

66 6657 -3573 

47 5611 -2994 

57 5547 -2414 

21 5472 -1878 

40 5397 -1314 

V 

ロバッチファイル3の実行

あらかじめファイルにコマンド列をエディクなどで入力しておき、一括して実行させることができます。そ

の場合、ファイルの拡張子は必ず .mにします。

ファイル innerp.mには、行列 Aとペクトル ≫!cat innerp.m 

Vの内積を計算するコマンド列が入力されてい A=[2 3; 4 &; 6 7]; 

ます。拡張子を除いたファイル名を指定する v=[4; -1); 

と、ファイルの内容が読み込まれ、実行され

ます。 I uv 
≫innerp 

ans• 

5

1

7

 

1

1

 

ロ関数の作成

何回も使う処理を新たに関数として作成することができます。

3MATLABでは scriptfileと呼んでいます。
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3 デーク処理の甚礎

バッチファイルの実行と同様に、拡張子が .mのファイルを作成し、コマンド列を入力しておきます。

バッチファイルと違うのは、ファイルの先頭に関数の仮引数や返値を定義することと、ファイル内で使用さ

れた変数はローカルな変数（別のファイルからは参照できない変数）になることです。

実は、今まででてきた関数は、 MATLABの中にあらかじめ組み込まれて (built-inされて）いるものもあ

りますが、 •.m の関数ファイルとして提供されているものもあります。 MATLAB のディレクトリの下の

toolboxの下にこのような関数ファイルが格納されています。

作成の方法などは、ブログラミングの項を参照してください。

3.7 プログラミング

演算

条件分岐

繰り返し

ループからの抜け出し

関数の定義

関数からの復帰

MATLABでの表現

it expr, states, end 

it expr, states, else, states, end 

it expr, states, else it, expr, states, else, s~ates, 

end 

tor var=expr, states, end 

'll'hile expr, states, end 

break 

'function 

ret:urn 

備考

何回も使う処理を新たに関数として定義したり、値の大小など条件によって処理を変えたりすることができま

す。

MATLABには、条件分妓や繰り返しを行うif... end, for ... end,'ll'hile ... endなどの制御文があり、条件

判断も<,>, <=, >=, ==, -=, t, Iなど cshに近い表現になっています。

ロ制御文

dataの中で3以上5より小さいデータを数え

ます。

≫c=O; 
≫'for i=1:length(data) 
i'f (data(i) >= 3) 嘉 (data(i)< 5) 

c=c+1; 

end 

end 

≫C 
ans= 

2 
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3 デーク処理の基礎

ロ関数の定義

上記の処理を関数にしてみます。エディクで

ファイルに入力します4.0

ファイル名は、 count3to5.mとします。（関

数名は count3to5)

1行目は関数の宜言です。 1次元配列 dataを

受け取って、デーク数 Cを返します。

2行目はコメントです。％以降、行末までコ

メントととして扱われます。しかも、宜言の

直後のコメントは、 helpコマンドの表示と

して使われます。

4行目もコメントですが、 helpコマンドで表

示されません。

5行目は入力引数のチェックをしています。引

数の数が 1より小さい場合、そのままリクー

ンします。

9~13行目は、ループです。デークの要素を

1つづつ調ぺて 3以上 5より小さい数があっ

たら、カウンクを増やしています。

≫!cat cou.nt3to6.m 

1 function c=cou.nt3to6(data) 

2 icoUIT3T05 counts more than 3 less than 5. 

3 

4 i check arg 

5 if nargin < 1 , return, end 

6 

7 i counting 

8 c=O; 

9 for i=1 :length(data) 

10 if (data(i) >= 3) t (data(i) < 6) 

11 c=c+1・， 
12 end 

13 end 

會

”了番号は説明のためにつけてあります。
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4 データ処理の応用

4.1 信号処理

演算

フーリエ変換

逆フーリエ変換

2次元フーリエ変換

2次元逆フーリエ変換

コンボリュージョン

2次元コンボリュージョン

デコンボリュージョン

デジクルフィルタ

ロ畳み込み

MATLABでの表現

y = :f:ft(x) 

y = ittt(x) 

y = ttt2(x) 

y = ittt2(x) 

y = conv(a,b) 

y = conv2(a,b) 

[q,r] = deconv(b,a) 

y ='filter(b, a, x) 

入力信号のサンプルとして、ランダムJイズ ≫n=256; 

ます。 I ,, "'•·•-m((4••·•" . .,, • ,=_,,,, , 
をのせた正弦波から 256点のデークを作成し ≫rn=rand([1 n]); t=0:1/256:1-1/256; 

デークをプロットします。 I ≫plot (flist) 

,. 

,. 

... 
., 

4 デーク処理の応用

備考

n = 2mの時 FFT
y = z:;=l are年(rー1)(•ー1)/n

y =¼z:;=1 b8e—加(rー1)(•-1)/n

length(y) = 

length(a)+length(b)-1 

b=conv(q,a)+r 

FIR, IIR 

.,. 
50 100 ,.. 200 250 300 

フィルク関数として、同様に256点のデーク

を作成します。

フーリエ変換します。

fspecとhspecを逆フーリエ変換します。

»hlist=E江p(-200.•t.-2);

≫plot(hlist) 

.. 
.. 100 ,.. 200 2'0 300 

≫fspec=fft(flist); 

≫hspec=fft(hlist); 

≫ff=real(ifft (fspec. +hspec)); 
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4.2 統計処理

最大値

最小値

総和

累

累積

平均

分散

標準偏差

中央値

相関係数

正規分布

ヒストグラム

デークの検索

演算

≫plot(ff) 

MATLABでの表現

y = max(x) 

y = max(x,y) 

y = min(x) 

y = min(x,y) 

y = sum(x) 

y = cumsum(x) 

y = prod(x) 

y = mean(x) 

y = cov(x) 

y = std(x) 

y = median(x) 

y = corrcoef(x) 

y = randn(size) 

y = hist (data,n) 

[n,x] = hist(data,n) 

y = find(expr) 

デークが2次元配列の場合、 MATLABでは、列優先(column-wise)になります。

したがって和や平均などの計算は列方向に行われます。

ロ平均・分散

各要素が正規分布に従う 1次元配列デーク data1『≫data1D=randn(1,10) 
と、 2次元配列デーク data2Dを作成します。 ans'" 

Columns 1 through 6 

4 デーク処理の応用

備考

平均0、分散1

0.8476 0.2681 -0.9236 -0.0706 0.1479 -0.6671 

Co1umns 7 through 10 

-0.3367 0.4152 1.5578 -2.4443 

≫data2D=randn(6 ,3) 

ans ., 

-1.0982 -0.9778 -0.6077 

1.1226 -1.0215 0.8853 

0.6817 0.3177 -0.2481 

-0.2714 1.6161 -0.7262 

0.4142 0.7494 -0.4450 
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4 デーク処理の応用

平均を求めます。 2次元配列デークでは、各 ≫mean(data1D) 

列の中での平均値を返します。 I ans = 
-0.1095 

≫mean(data2D) 

ans'" 

0.1498 0.1168 -0.2084 

全デークの平均値を求めます。 ≫mean(mean(data2D)) 

ans,. 

0.0194 

max、minは引数を 2つとると、どちらか

大きい方（小さい方）の値を返します。

右記の例では、結果的に0より小さいデーク

を〇に置き換えることができます。

ロデークの検索

find関数は、引数の条件を持つデークを検索

して、配列のインデックスを返します。

右記の例では、 0以上1以下のデークを検索

して、その数を求めてます。

左辺を指定すると、 dataの頻度値、

範囲値が得られます。

この掲合、グラフはプロットされません。

≫ma:z:(data1D,O) 

ans• 

Col=ns 1 through 7 

0.8476 0,2681 

゜
0 0.1479 

。 ゜
Columns 8 through 10 

0 .4152 1. 5578 0 

≫I=:find(data1D>=O t data1D<=1) 

I= 

ー 2
 
5
 
8
 

≫length(I) 

ans= 

4 

□ ヒストグラム

正規分布にしたがう 1000個のランダムデーク I ≫data=randn(1, 1000); 
のヒストグラムを表示します。最大値と最小 ≫hist (data,20) 

値問の分割数は20です。 , .. 

, .. 

“ 

≫[n,h]=hist(data,20); 
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5 数値デークのグラフ表示

5 数値データのグラフ表示

本章以降では、数値デークをグラフ表示する具体例を説明します。

はじめにデークを以下の 4つに分類しておきます。

1次元配列デーク 1変数の値

2次元配列デーク 2変数の格子上の点の値

2次元座標デーク (x, y)が組になったもの

3次元座標デーク (x, Y, z)が組になったもの

2次元座標デークも 3次元座標デークも 2次元配列デークの一種ですが、座標そのものを表示するためのデーク

という意味で分けておきます。

MATLABのデークは、 1次元の配列または 2次元の配列（ベクトルまたは行列）で表されます。本書では、 1

次元配列とベクトル、 2次元配列と行列を同じ意味に使用し、とくに配列（または行列）といった場合、 1次元配

列やベクトルも含むものとします。

5.1 データファイルの読み込み

アスキー形式のファイルのデークをグラフ表示したい場合は、まず、以下の方法でファイルからデークを読み込

み配列変数に代入します。

ロアスキー形式デークの読み込み

ファイルfoo.asciiに2次元配列デークが以 I ≫load foo .ascii -ascii 

下のようにアスキー形式で格納されていると

します。

n

n

 

1

2

 
.... 
．． ．． 

•• 
s

s

 

1

2

 
.... 
2

2

 

1

2

 
.... 
1

1

 

1

2

 
.... 
Zml Zm2 Zm3 •• • Zmn 

結果として、 fooという名前の変数に、 mX

n行列として格納されます。

ロアスキー形式デークでの書きだし

dataZという変数が m Xn行列とすると、

ファイル foo.asciiにdataZの値が

zu z12 zu . . . Z1n 

Z21 z22 Z23 , • • Z2n 

Zml Zm2 Zm3 • • • Zmn 

のようにアスキー形式で書き出されます。

≫size(foo) 

>> save :foo. ascii dataZ -ascii 

5.2 1次元配列データのグラフ表示

data1D = [x1, x互．．］のように 1次元配列の値がdatalDに代入されているとします。

＇ 
演算

点グラフ

折れ線グラフ

MATLABでの表現

plot (datalD,'.') 

plot(datalD,'-') 

備考
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ロ点グラフ

引数中の文字列は、色・線種を指定します。

線種には次のものが指定できます。

点 0 丸

線 X X 

点線 ＋ ＋ 

鋲 ＊ アスクリスク

-. 1点鎖線

色には以下の文字が指定できます。
y 黄色 m マゼンダ

C シアン r 赤

5 数値デークのグラフ表示

≫plot (data1D, •. •) 

.... 
-
2000 

ー→叩

-• 幽

細g 緑 b 青

冒白 K 黒 ....... o 200 ... ooo eoo ,ooo ,200 ,,oo ,ooo ,eoo 2000 
例えば、黒色の 1点鎖線の揚合、 'It-.'のよ
うに指定します。

ロ折れ線グラフ

線種を指定しないと、黄色の折れ線グラフに

なります。

xlabel(str) x軸のラペル。

ylabel(str) y軸のラペル。

title(str)グラフのクイトル。

≫plot (datalD) 

≫xlabel('x') 

≫ylabel('y') 

≫title('l-D data plot vith a line>) 

1-Ddmpl .. ,. 釘●'""

-MOO 
. ,,,. - ... ... ,... ,,,,, , ... ● , ... , ... ,,, .. 

員

5.3 2次元配列データのグラフ表示

dataZ = [x11,X12, ... ; x21,x22,; …]のように 2次元配列の値がdataZに代入されているとします。

演算

サーフェス表示

等高線表示

濃淡表示

MATLABでの表現

surf (dataZ) 

surf(x, y, dataZ) 

contour (dataZ) 

contour(x, y, dataZ) 

imagesc(dataZ) 

imagesc(x, y, dataZ) 
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5 数値デークのグラフ表示

ロサーフェス表示

サーフェス表示のグラフです。

zlabel(str) z軸のラベル。

viev (az, el)視線の方向角。

≫surl(dataZ) 

»xlabel('x•) ,ylabel(171) ,zlabel(1か）

≫title(12-D data plot by surlace') 

2-Ddo•plat切一

... 

... 
＂ ... 

2•S 
a
 

” 

ロ等高線表示

等高線表示のグラフです。

contour(dataZ,N)または

contour(x,y,dataZ,N)でレペル数Nを指定

できます。

contour (dataZ, V)または

contour(x,y,dataZ,V)でレペルVを指定で

きます。

contour(dataZ,20)レベル数20の等高線

contour(dataZ, [0.4 0.6])レペル0.4と

0.6の等高線

ロ濃淡表示

濃淡表示のグラフです。

y軸に注意してください。左上が原点となって

います。

これは画像デークを表示したとき、上下反対

にならないように座標系を変えているためで

す。

≫contour(dataZ) 

≫xlabel('x') ,ylabel('y') 

»title(•2-D data plot by conto四•)

2-D血 aplol切-匹

15 253035.0  .. 
X 

≫imagesc (dataZ) 

≫xlabel('x') ,ylabel(>y>) 

≫title('2-D data plot by imagesc vith i-j axis') 

10 11 20 21 
X “ 
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5 数値デークのグラフ表示

このように、 xy座標系で表示したい場合は、

imagescコマンドの後で、 axisコマンドで
座標系を指定してやる必要があります。

≫imagesc (dataZ) 

＞＞立is(•xy')

≫xiabel('x') ,ylabel('y') 

axis(立 is)座標系の変更。
≫title('2-D data plot by imagesc冒ithx-y立 is')

30 

25 

20 .. 
15 

10 

2-0-, 虹切1,r_.,血,. ..,, .... 

この他にもメッシュのみ表示する mesh、サーフェス（メッシュ）と等高線を同時に表示する surfc,meshc、外

側をカーテンで囲む surfz,meshz、列方向 (x方向）の線のみ表示する waterfallなどの関数があります。

,.._,...,_ .... 鯛蝕,.,_ ... _声...― 

＂ 
~- . 

•” ” ． 
．． 

• “ . ． •” •” ． 
mesh関数 meshz関数 meshc関数

5.4 2次元座標点の表示

data2D = [x1, Y1; 叩，ぬ；．．．］のように2次元座標点がdata2Dに代入されているとします。

演算

2次元座標点の点グラフ

2次元座標点の線グラフ

MATLABでの表現

plot(x,y,'・,)

plot(x,y,'一,)

1次元配列デークと同様、平面上の点や線は plot関数を使います。

□ 2次元座採点の点グラフ

配列の 1列目の X座標を第1引数に、 2列目

のy座標を第2引数に指定します。

≫plot (data2D(: ,1) ,data2D(: ,2),'. 1) 

≫xlabel(1x1) ,ylabel('y') 

≫title('2-D coordinates plot vith dots') 

2-0 CCIO!dlNN plot•th伍

コ
． 

21100ト ,• ... ,．',ヽ、•:~ .. , .-,、", _,9.. . ・-・, ,"', .. 心・:ど.・•.. 討・.・.. ,ぷ".註、如.... , • .', ・'.．'. ・-·•"：•.． ・,.-,•,.. ・ ．．． 
．． . ． ．． . 

~.... ..,~ 
... 
． ． . . 
． . . " . 
．． • ． ● ． 

....., .. 卜 . . . ・’ -. . -・・..、....、.:• • 
• • .. 1 .• 

...... ト ． . ．. ． ． ヽ•

-"'" 

.......... _... 

備考

ぶ DD ..≪100 -'000 ->1100 "'"'"""'6000 
翼
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6 関数のグラフ表示

□ 2次元座標点の折れ線グラフ

線種を指定しないと、折れ線グラフになりま

す。

≫plot(data2D(: ,1) ,data2D(: ,2)) 

≫xlabel('x') ,ylabel('y') 

»title(•2-D coordinates plot口itha line•) 

2-0coad~-螂鴫・... ., .. 
.... 
,. .. 

-31111 

,nm 

!IIM 

...... ...... ..a,oo ....... -aooo . .. .. 蝸.. .. .. 

5.5 3次元座標点の表示

data3D = [x1, Y1, z1; x2, Y2, 砂；．．．］のように 3次元座標点が data3Dに代入されているとします。

演算

3次元座標点の点グラフ

3次元座標点の線グラフ

MATLABでの表現

plot3(x, y, z,'・,)

plot3(x, y, z,'一,)

3次元空間上の点や線は、 plot3関数を使います。

□ 3次元座標点の折れ線グラフ

配列の 1,2,3列目の x,y,z座標を第1,2,3引数 I ≫plot3(dat追D(:,1) ,data3D(: ,2) ,data3D(: ,3)) 
にそれぞれ指定します。

...., ...... ,. ..... , ー.,,. 

,nm 

ー,..,..
IOQO 

備考

.... 

6 関数のグラフ表示

演算

1変数関数のグラフ

2変数の格子デーク作成

—10000 ー10000

MATLABでの表現

fplot (func, [min max]) 

[X,YJ =meshgrid(x,y) 

-22-
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7 複数のグラフ表示およびその他のグラフ表示

6.1 1変数関数のグラフ表示

□ 1変数関数の折れ線グラフ

fplot関数は、第1引数に実行するファイル ≫fplot ('sin(x)', [-2•pi 2•pi]) 

名または関数を文字列で指定、第2引数に定

姜城の範囲を指定します。 [-2,12]は変数 Z
Fmc如沐い曲・駈•

のー2,rから 2,rまでの範囲を描画せよという

指示です。

右記に挙げた例は、

fplot (•sin•, [ -2*pi 2*pi]) 

でも同じ結果になります。

゜-0.2 
-OA 

-0.& 

-o.a 

ー1..e -4 -2 

゜
2 4 

fplot関数は、誤差に基づいて X座標のステッ »plot(sin(-2•pi:pi/12:2•pi)) 

プ幅を自動的に計算して表示していますが、

右記は単純に概形を得ることができます。

6.2 2変数関数のグラフ表示

2変数関数をグラフ表示させる関数は特に用意されてません。しかし 2変数から格子上の X座標デークと y座

標デークを作成して、要素同士の行列演算を行い、結果を 3次元表示することは簡単にできます。

ロサーフェス表示

x軸上での X座標 x、y軸上でのy座標 yを

作成します。

≫x=-4:0.2:4; 

≫y=-2:0.2:2; 

格子上の X座標 x、y座標 Yをそれぞれ作

成します。ェがn次元ペクトル、 yがm次元

ベクトルなら、 X,Yは、 mXn行列となりま

す。

≫[I,Y] = meshgrid(x,y); 

格子上の X座標 Xとy座標 Yから、行列の要

素同士の演算によって、格子上の値 zを求め
ます。

≫z  = I.*Y.•exp(-1.-2-y.-2); 

得られた格子上の値zを表示します。 ≫surl(x,y,Z) 

D.2 

.. , 
. . 
.... , 

7 複数のグラフ表示およびその他のグラフ表示

7.1 複数のグラフ表示

演算

複数のグラフを面玉て表示

複数のグラフを並ぺて表示

ウィンドウのクリア

MATLABでの表現

hold on 

subplot (row, col, no) 

elf 
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7 複数のグラフ表示およびその他のグラフ表示

ロ複数のグラフを重ねて表示

配列の 1001~1100 までのデークを実線、

1101 ~ 1200までを点線、 1201~1300まで

を一点鎖線で重ねて表示します。

hold onコマンドは上書きモードにし、座標

軸の目盛りを固定します。 holdoffコマンド

は逆に書き換えモードにし、座標軸の目盛り

を自動的につけかえるようにします。

ロ複数のグラフを並ぺて表示

視線の方向を変えたいくつかの 3次元グラフ

を並べて表示します。

subplot関数は、ウィンドウを分割して複数

の座探軸を作成する関数です。

引数には、行方向の分割数、列方向の分割数、

何番目か、の3つを指定します。

view関数は、引数なしで実行すると、現在の

視線の方位角 azと仰角 elを返します。

同じグラフを視線の方位角、仰角を変えて表

示します。

»plot(data1D(1001:1100),'一•)

>> hold on 
≫plot (data1D(1101 :1200),':') 

≫plot (data1D(1201 :1300), ,_.') 

≫hold o-ff 

8000 

畑

9幽
D ,. 20 30 <ID SO OD 70 OD 1"I , .. 

>> subplot(2,2,1) 

>> mesh(dataZ) 
>> :z:label(':z:') ,ylabel('y') ,zlabel('z') 

>> [az,el]=viev; 

>> subplot(2,2,2) 

≫mesh(dataZ) 

>> xlabel('x') ,ylabel(•y•) ,zlabel('が）

>> viell(az-180,el) 

＞＞ 

>> subplot(2,2,3) 

>> mesh(dataZ) 
>> xlabel('x') ,ylabel('y') ,zlabel('が）

>> vi匹 Caz,5) 
＞＞ 

>> subplot(2,2,4) 
≫mesh(dataZ) 

>> xlabel('が），ylabel('Y'),zlabel('z') 

≫viell(az,60) 

9竺
... , 

遭←。

”
 

. -~~-
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8 グラフィックスの基礎

7.2 その他のグラフ表示

演算

1次元配列デークの片対数グラフ

1次元配列データの両対数グラフ

棒グラフ

7.3 グラフの出力

演算

ファイルヘの出力

プリンクヘの出力

MATLABでの表現

semilogx(datalD) or semilogy(datalD) 

loglog(datalD) 

bar(datalD) 

MATLABでの表現

print -ddevice filename 

print -ddevice -Pprinter 

備考

備考

引数 deviceにはフォーマットを指定します。デフォルトでは、 PostScript形式ですが、 GIF形式や各社ブリ

ンクのフォーマットで出力することができます。詳しくは、 printコマンドのヘルプを参照してください。

ロプリンクヘの出力

現在のウィンドウを PostScript形式でプリン ≫print -Pl冨

ク1vへ出力します。 1 

ロファイルヘの出力

プリンクではなくファイルに出力する場合もプリンクヘの出力と同様です。

現在のウィンドウを PostScript形式でファイ

ルヘ出力します。

≫print too 

この揚合ファイル名は、 foo.pstc: なります。

8 グラフィックスの基礎

演算

新たなウィンドウの作成

新たな座標系の作成

現在のウィンドウの変更

現在の座標系の変更

属性値の設定／変更

属性値の表示／取得

obj=figure 

obj=axes 

figure(obj) 

axes(obj) 

MATLABでの表現

set (obj,prop-name,prop-value, ...) 

prop-value=get (obj,prop-name) 

備考

これまでは、 2次元や3次元のデークを筋単に視覚化する方法を説明してきました。しかし、座標軸の目盛りの

設定や、 x軸の表示範囲の変更など、より細かい設定を行うためには、 MATLABでグラフィックスはどのよう

に扱われているのかを知っておく必要があります。

MATLABではウィンドウや座標軸、 2次元/3次元グラフなどのグラフィックスをひっくるめてグラフィッ
ク・オプジェクトと呼んでいます。そして、座標軸の目盛りやグラフの線種などの設定や変更は、グラフィック・

オプジェクトの属性(property)を変更することで可能となります。

甚本的に MATLABのグラフィックスは、これらのオプジェクトを作成する関数(figure,axes,line,text,etc…)
と、屈性を参照／設定する関数(set/get)の組合せで、グラフィックスの作成や細かい設定を行うようになってい

ます。

8.1 グラフィック・オプジェクトの種類と作成

まず、グラフィック・オプジェクトの種類には、以下のものがあります。
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8 グラフィックスの墓礎

名前／関数 説明 他の作成関数

figure ウィンドウ。

axes 座標系。ウィンドウ内の 1つの図に対応する。 subplot 

line 線図形。 plot, plot3 

surface 3次元サーフェス。 surf, mesh 

i． mage ,2次元イメージ。 1． magesc 
text 文字列。

patch 多角形のパッチ。 I waterfall 
uicontrol GUI5のポクン、スライダなどの部品。

u1. menu GUIのメニュー。

オブジェクト名とオプジェクトを作成する関数名は同じです。これらの関数は、オブジェクトのハンドル（識別

番号、 ID)を返します。

□ オブジェクトの作成と属性の参照

新たな figure を作成して、 axes を作り、

lineを1つ作成します。

それぞれのオプジェクトを作成する関数は、

オプジェクトのハンドルを返します。

それぞれのオプジェクトが持っている属性と

その属性の値を調ぺます。

≫h1=:figure 

h1 = 

2 

>> h2=axes 
h2 = 

63.0001 

≫h3=line 

h3 = 

68.0001 

≫get(h1) 

BackingStore = on 

Color= [O O O] 

Colormap = [ (64 by 3) ] 

CurrentAxes = [63. 0001] 

≫get(h2) 

AspectRatio = [lal lal] 

Box= off 

CLim = [O 1] 

CL血 ode=auto 

≫get(h3) 

Color= [1 1 1] 

EraseMode• norma1 

LineStyle = -

Linell'idthー[0.5]

5グラフィック・ユーザ・インクフェース (GraphicUser Interface)。
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8 グラフィックスの墓礎

□ 文字列の表示

文字列を表示するには、 textオブジェクトを

作成します。

text関数は、引数に文字列の位置と、文字列

そのものを指定することができます。

>> h=text (0 ,0,'This is a text object. 1); 

0.9 

o.a 

0.7 

0.6 

0.6 

OA 

0.3 

0.2 

0.1ト Thlsls・lo,lc叫C・
o• o 0.1 0.2 0.3 o.4 o.a o.o o.7 o.a o.9 1 

get関数で、オブジェクトがどんな属性を持っているかを調ぺることができますが、属性の値の型がいくつかあ

り、どんな値をとるかは属性によって決まっています。

付録にオブジェクトの属性一覧をつけてありますので、詳しくは付録を参照してください。

8.2 グラフィック・オプジェクトの属性の設定／変更

ロ位置の変更

axesを作成し位置を変更します。

まず長さの単位(Units)を設定し、ウィンドウ

の位置(Position)に、 [:z:y幅高さ］のベク

トルを設定します。

右記では、 'normalized' と指定することに

よりウィンドウの左下を (0,0)、右上を (1,1) 
とする正規化された単位で位置・大きさを指

定しています。

なお、 2行目の．．．はコマンドや式を次の行

へ続ける場合に使用します。

ロ座標軸の範囲の変更

作成された axesの属性の一覧を表示します。

[min max]のベクトルを返します。

>> h=axes; 

>> set (h,'Units'・'normalized',・・・
»'Position•,[.1 .1 .5 .SJ) 

axesを作成します。作成したオブジェクトの >> obj=axes 

ハンドル（識別番号）を返します。 I obj = 
66.0004 

≫get(obj) 

J.spectRatioー[lallal] 

Box• off 

CLimー(01] 

CL血ode• auto 

Color• none 

指定した属性の値を取得します。ここでは属 I ≫xlim=get(obj,1ILim1) 
性として X軸の範囲を受け取ります。関数は xlim = 

゜
ー
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取得した属性の値を変更します。ここでは、

x 軸の最小値を—1 に変更しています。

9 Q&A 

グラフの目盛りを変えるには？

≫set(obj,'IL血',[-1 x1泣 (2)])

グラフの目盛りは MATLABが自動的に付けてくれますが、

ロ目盛りの数値をかえる場合

x軸の目盛りを 0.1,0.5,0.9にします。 ≫set(gca,'lTick',[0.1 0,5 0.9]) 

0.1 

0.1 o.a 

ロ目盛りの文字列をかえる場合

9 Q&A 

0.9 

x軸の目盛り文字列を変更します。ここでは、 I >> set (gca,'ITickLabelsら['First';'Second';'Third'])
目盛りの数が 3つなので、 3行の文字列配列

で指定します。

ロ目盛りの長さをかえる場合

目盛りの長さを変更しています。

ただし、 x,y軸ともに変更されます。

文字の大きさを変えるには？

□ textオブジェクトの大きさを変える場合

textオプジェクトを作成して、そのフォント

の大きさを 14ptに変更しています。

0.1 

Fnt Sow,! 

≫set(gca,'TickLength',[0.04 0.02]) 

寸 .l•-'~ouu,,J 

≫h=text(0.1,0.1,'time: 600 msec•); 

≫set (h,'FontSize', 14) 

Thid 

Third 

:jh●: ".""~. . . . . . ．．．．．．．．．．．．．．呵．．．．

なお作成コマンドの引数で設定することもで I ≫text(0.1,0,1,'time: 500 msec'・'FontSize',14)
きます。

□ x,y軸のラベルやクイトルの大きさを変える場合

x軸のラペルの文字の大きさを lOptに設定し

ます。

まず x軸のラペル値は、 textオブジェクトの

ハンドルになっていますから、その textオプ

ジェクトのフォントの大きさを変更します。

≫h=get(gca,'ILabel'); 

»set(h,'FontSize• ,10) 

0.2 

.. , 
゜o 0.1 0.2 o.3 o.4 o.s o.e o.7 o.a 。.,'
_,_ 
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□ x,y軸の目盛り文字列の大きさを変える場合

x,y軸の目盛り文字列の大きさは、座標軸のフォ I>> set(gca,'FontSize',8) 
ントの大きさの属性(FontSize)で変更できま

す。

u u 'ヽ●● II 11 U U 

-1-1 

ウィンドウの大きさを変えるには？

現在のウィンドウの左下の位既を (10,10)、幅 I ≫set(gcか Units'・'pixelか・・
600、高さ 400に変更します。単位は、 'pixel' ≫ 'Position', [10 10 600 400]) 

です。

上記の設定は、現在のウィンドウだけ有効で I >> set (0, 1Defau1tFigureUnits'・'pixel',... 
すが、以後作成されるすぺてのウィンドウに ≫ 'DefaultFigurePositionら[1010 600 400]) 

設定したい揚合は、右記のように、ルートウィ

ンドウ（オブジェクト・ハンドルが0)に、デ
フォルト値として設定します。

グラフィックスをTeXに取り込むには？

printコマンドで一dオプションに epsを指定すると、 eps形式6で出力されます。

グラフィックスを eps形式でファイルヘ出力 I ≫print -deps foo 
します。

eps形式のファイルを TeXに取り込む方法

は、 dvi形式から PostScript形式へ変換する

ドライパによって異なりますが、右記に dvips I ¥documentstyle [epsf, •.. 

の場合の例をあげておきます。

¥epsfxsize=10cm 

¥epsfbox{foo.eps} 

プリンタヘの出力の位置・大きさを変えるには？

a4用紙の横方向に一杯の大きさで出力します。 ≫ set (gcf,'PaperType 1・'a41etter',・・・ 1紙の大きさ

t紙の方向
1数値の単位

9 Q&A 

>> 'PaperDrientation'・'1andscape'・・・・
≫ •PaperUnits' ・ •centimeter', ・・・

≫'PaperPosition',[0.8 0.8 19 28]) 1紙への出力位世

謝辞

上記の設定は、現在のウィンドウだけ有効で

すが、以後作成されるすぺてのウィンドウに

設定したい掲合は、右記のように、ルートウィ

ンドウ（オプジェクト・ハンドルが0)に、デ

フォルト値として設定します。

MATLABを起動するたびに設定するのが面

倒な揚合は、 startup.m ファイルに書いて

おきましょう。

>> set(O, 1Defau1tFigurePaperType1, •a心.etter', ... 

>> 1Defa吐 tFigurePaperOrientation1・11andscape1,・・・
>> 1Defau1tFigurePaperUnits1, •centimeter•, ... 

≫1Defau1tFigurePaperPosition1, [O .8 0 .8 19 28]) 

本絹の作成にあたっては、第六研究室の佐藤雅昭氏に全面的に御協力いただきました。

ここに記して感謝します。

6 Enhancement PostScript。大きさが変更できる PostScript形式。
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付録：グラフィック・オブジェクトの属性一覧

付録：グラフィック・オプジェクトの展性一覧

figureの属性一覧

属性名

BackingStore 

Color 

Colormap 

CurrentAxes 

CurrentObject 

lnvertHardcopy 

KeyPressFcn 

MenuBar 

MinColormap 

Name 

NextPlot 

NumberTitle 

PaperUnits 

PaperOrientation 

PaperPosition 

Paper Type 

Pointer 

Position 

Resize 

ShareColors 

Units 

機能

パッキングストア機能 {'血•} I'off' 

ウィンドウ内の色 色指定・または •none•

カラーマッブ mx3行列

操作対象のaxesオブジェクト axesオブジェクトのハンドル

操作対象のオブジェクト オブジェクトのハンドル

白黒逆転ハードコピー 'on'I'ofが

キーポード押下時の関数 文字列

メニューバー

最小カラー数

ウィンドウ名

次の描画モード

番号タイトル表示／非表示

ブリント用紙の大きさの単位

ブリント用紙の方向

ブリント用紙の位置

ブリント用紙の形

マウスポインタの形

ウィンドウの位置

大きさの変更

色の共有

ウィンドウの大きさの単位

数関

数

数

の

数

関

関

時

関

の

の

ス

の一
時

ン

ン

グ

可
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ン
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 Parent 

UserData 

Visible 

親オプジェクト

ユーザデータ

表示／非表示

属性値

•none'I {'figure 1} 

整数

文字列

, neが I{'add'} I•replace• 

{'on•} I off 

{'inches•} I'centimeterが I'normal.ized• I'points' 

{'portrait'} I'landscape' 

4次元ベクトル

{'usletter'} I'usl.egal.'I'a3'I'a4letter'I 1a5'I'b41 

I•tabloid' 

'crosshair'I {'arrov•} I•vatch'I 1topl'I'topr'I'botl.' 

I'botr'I'circl.e'I'cross'I'fl.eur' 

位置指定t

{'on'} I'off' 

, no'I {'yes>} 

, inches• I'centimeters'I•normalized'I >points• I {'pixels' 

文字列

文字列

文字列

文字列

{'on•} I >off' 

{•no'} I•yes• 

ルートウィンドウのハンドル(0)

どんなデータでも可

{'on'} I'off' 

＊色指定： 3次元ベクトル ([redgreen blue] 0 $ red, green, blue $ 1)または文字列('y'I'c'I'g'I'w'I'm'I'が I'b'I'k')

t位置指定： 4次元ペクトル ([xリwidthheight]) 

axesの属性一覧

属性名 機能

Aspect Ratio 座標軸のサイズ比

Box 座標系の枠

Clim 色座標の範囲

CLimMode 色座標の範囲モード

Color 座標系の色

ColorOrder 色の順番

OrawMode 描画速度モード

FontAngle フォントの傾き

FontName フォント名

FontSize フォントサイズ

Font Weight フォントの濃淡

GridLineStyle グリッドの綜種

LineStyleOrder 線の順番

LineWidth 綜の太さ

NextPlot 次の描画モード

属性値

2次元ベクトル

'on'I {'ofが｝

2次元ベクトル

{'auto'} I'manual' 

色指定•または >none'

m X 3行列

{'normal'} I'fast' 

{'norm社 1}I'italic'I'oblique' 

文字列

数値

'1ight1 I {'normal'} I'demi'I'bo1d1 

, _, I , —-• I {':'} I'-.' 
文字列配列

数値

, ne11'I'add'I {•replace'} 
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属性名 機能

Position 座標系の位置

Tick length 目盛りの長さ

Tick Dir 目盛りの方向

Title タイトル

Units 長さの単位

View 視線の方角

XColor x軸の色

XDir x軸の方向

Xform 投射行列

XGrid x軸のグリッド

XLabel x軸のラベル

XLim x軸の範囲

XLimMode x軸の範囲設定モード

XScale x軸のスケール

XTick x軸の目盛り

XTicklabels x軸の目盛り文字列

XTickLabelMode x軸の目盛り文字列設定モード

XTickMode x軸の目盛り設定モード

YColor y軸の色

YDir y軸の方向

YGrid y軸のグリッド

YLabel y軸のラベル

YLim y軸の範囲

YlimMode y軸の範囲設定モード

YScale y軸のスケール

YTick y軸の目盛り

YTicklabels y軸の目盛り文字列

YTickLabelMode y軸の目盛り文字列設定モード

YTickMode y軸の目盛り設定モード

ZColor z軸の色

ZDir z軸の方向

ZGrid z軸のグリッド

Zlabel z軸のラベル

Zlim z軸の範囲

ZLimMode z軸の範囲設定モード

ZScale z軸のスケール

ZTick z軸の目盛り

ZTickLabels z軸の目盛り文字列

ZTickLabelMode z軸の目盛り文字列設定モード

ZTickMode z軸の目盛り設定モード

Button Down Fen マウスポタン押下時の関数

Clipping クリッピング

Interruptible 割り込み許可

Parent 緩オプジェクト

UserData ユーザデータ

Visible 表示／非表示

t位置指定： 4次元ペクトル（［ェ ywidth height]) 

付録；グラフィック・オブジェクトの属性一覧

位置指定↑

2次元ベクトル

{'in'} I•out' 

textオブジェクトのハンドル

属性値

, inches• I•centimeters'I {'normalized'} I'points'I'pixels 

2次元ベクトル

色指定拿

, norm吐 'I{'reverse'} 

4X4行列

'on'I {'ofが｝

textオブジェクトのハンドル

2次元ペクトル

{•auto>} I'皿anu吐'

{'linear>} I'log' 

n次元ベクトル

文字列配列

{>auto'} I'manu吐'

{'auto'} I'manu吐'

色指定＊

{'norm社 1}I'reverse' 

>o出 I{'ofが｝

textオブジェクトのハンドル

2次元ペクトル

{•auto'} I'manu吐'

{'linear>} I'log' 

n次元ペクトル

文字列配列

{•auto'} I'manu吐'

{'auto'} I'manual.' 

色指定＊

{•norm社'} I'reverse' 

'on'I {•o丘'}

textオブジェクトのハンドル

2次元ベクトル

{•auto'} I'manual' 

{'linear•} I'log' 

n次元ベクトル

文字列配列

{'auto'} I'皿anu吐'

{'auto'} I'manual.' 

文字列

{•on•} I'。丘’
{>no•} I•yes' 

figureオブジェクトのハンドル

どんなデータでも可

{•on•} I'ofが

＊色指定： 3次元ペクトル ([redgreen blue] 0 S red, green, blue $ 1)または文字列('y'I'c'I'g'I'v'I'm'I'が I'b'I'k')

lineの展性一覧

属性名 機能 属性値

Color 色 色指定＊

EraseMode 消去モード {•normal'} I'background'I'xor'I'none' 

LineStyle 線種 {•-•} I , __ , I•:• I•-.• I•+• I'o'I••• I'・'I'x' 

LineWidth 線の太さ 数値

MarkerSize マーカーの大きさ 数値
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付腐~: グラフィック・オプジェクトの属性一覧

属性名 機能 属性値

Xdata xデータ n次元ベクトル

Ydata yデータ m次元ベクトル

Zdata zデータ mxn行列

Button Down Fen マウスポタン押下時の関数 文字列

Clipping クリッピング {'on'} I'o:f:f' 

Interruptible 割り込み許可 {'no'} I'yes' 

Parent 親オブジェクト axesオブジェクトのハンドル

UserData ユーザデータ どんなデータでも可

Visible 表示／非表示 { 1on1} I 1off1 

＊色指定： 3次元ベクトル ([redgreen blue]'0 :5 red, green, blue :5 1) または文字列 ('Y'I'c'I'が I•が I'm'I'r'I'b'I'k')

textの属性一覧

1 属性名

Color 

Erase Mode 

FontAngle 

FontName 

FontSize 

FontWeight 

HorizontalAlignment 

Position 

Rotation 

String 

Units 

VerticalAlignment 

Button Down Fen 

Clipping 

Interruptible 

Parent 

UserData 

Visible 

文字の色

消去モード

機能

フォントの傾き

フォント名

フォントサイズ

フォントの濃淡

水平方向の割り付け

位置

回転角度

文字列

長さの単位

鉛直方向の割り付け

マウスポタン押下時の関数

クリッピング

割り込み許可

親オプジェクト

ユーザデータ

表示／非表示

属性値

色指定・

やnormal•} I'background'I•xor'I'none' 

{'normal'} I'italic'I•oblique' 

文字列

数値

, light'I {'normal>} I'demi'I'bold' 

{'left'} I•center• I'right' 

位置指定t

数値

文字列

, inches• I•centimeters'I'normalized'I'points'I 
, pixels'I {1data1} 

, top'I'cap'I {'middle'} I'baseline• I'bottom' 

文字列

{1on1} I'o五’

{'no'} I•yes' 

axesオブジェクトのハンドル

どんなデータでも可

{1on1} I'ofが

＊色指定： 3次元ペクトル ([redgreen blue] 0 :5 red, green, blue :5 1)または文字列('y'1'c'I'g'I'が l'm'I'が I'b'I'k')
t位置指定： 4次元ベクトル ([xy width height]) 

uicontrolの展性一覧

属性名 機能

Background Color 背景色

CallBack コールバック関数

Foreground Color 前景色

HorizontalAlignment 水平方向の割り付け

Max 最大値

Min 最小値

Position 位置

String 文字列

Style 部品の種類

Units 長さの単位

Value 信

Button Down Fen マウスボタン押下時の閏数

Clipping クリッピング

Interruptible 割り込み許可

Parent 錢オブジェクト

UserData ユーザデータ

Visible 表示／非表示

色指定＊

文字列

色指定＊

属性値

, left'I {'center'} I•right' 

数値

数値

位置指定t

文字列

{>pushbutton'} I 1radiobutton• I 1checltbox1 I'edit' 

I•text• I'slideが I'frame'I'popupmenu• -

, inches'I•centimeters'I'normal.ized'I'points'I {'pixels') 

数値

文字列

{'on'} I'off' 

{•no'} I•yes' 

figureオブジェクトのハンドル

どんなデータでも可

{'on'} I'off' 
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